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駅とまちの関係性を再考
テーマ

1
駅という重要な「Public Space」とまちの関係性を再考：

鉄道・道路の交通処理上の合理性だけにとどまらない、
まちで暮らす喜び・まちを訪れる楽しみを生み出し
まちの魅力を引き出す駅まち空間とは？

「えきひろ」の計画に関する新たな視点を検討
テーマ

2
上記の検討と合わせたより柔軟な交通結節点の計画的視点・指針を検討：

駅/駅前/駅周辺空間の垣根を超えたこれからの
駅まち空間に必要な、「えきひろ」の新しい
計画的な視点とは？

駅まちPS部会の概要
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出典：駅まちデザインの手引き（素案）国交省

【参考：「駅まち空間」の範囲】

駅まち空間のパブリックスペースのあり方とは

• 駅空間（改札内・改札外）や駅前空間（駅前広

場・駅広隣接地区）を「駅まち空間」として一体

的にとらえる（右図参照）

• 「駅まち空間」全体の中で、パブリックスペース

の配置・機能等の連携のあり方を検討する

アフターコロナ時代に重要となるPSとは

• アフターコロナ時代の人々の都市へのニーズの

変化や行動変容を踏まえた駅まち空間とパブ

リックスペースのあり方を検討する

駅まちPS部会の概要
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事例研究や会員アンケートや視察等で、駅前広場
の計画に関する課題や新たな視点・指針を整理

会員企業よりケーススタディ対象駅を提示頂き、
具体の空間像や機能をモデル的に検討

2021年度ケーススタディ対象駅（案）

京王電鉄様から提示：

京王線連立区間の下高井戸駅

具体的な検討を掘り下げることで、普遍的な計画的視点を得る

2021年度 2022年度 2023年度

テーマ（案）
ウォーカブル×ヒューマンな

駅まち空間のあり方
地方中心都市・地方都市の

これからの駅まち空間のあり方
交通結節点の柔軟な

計画的視点・指針を検討

検討の方法
●事例研究・会員アンケート
●モデル駅でのスタディ①

●事例研究など
●モデル駅でのスタディ②

●新たな視点・指針を整理
●モデル駅でのスタディ③

ケーススタディ
対象駅（案）

下高井戸駅
[京王電鉄さまよりご提示]

会津若松駅
[JR東日本さまよりご提示]

未 定
[会員企業の意向を反映]

駅まちPS部会の概要
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下高井戸駅でのケーススタディ

下高井戸駅の特徴

ウォーカブル×ヒューマンな
駅 ま ち 空 間 の あ り 方 を 検 討

●昔ながらの商店街が広がっている駅前空間
●商店街は歩行者の多い時間帯は自動車が入れ
ないなど歩きやすい環境がつくられている

●京王本線と東急世田谷線の乗換え駅
●京王線の連立事業が予定されており、新しい
まちづくりの契機を迎えている

京王線連立事業の概要

下高井戸駅におけるケーススタディ
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駅から200歩内、えきひろ
駅-商店街を新しい“駅前広場”と見立て

連立事業を契機として、下高井戸の新しい顔となる駅まち空間を計画する。
必要機能を適所に配置してパブリックスペースと賑わいで結ぶことで、この場所らしい「駅前広場」が立ち上がる。

1
戦略

エ リ ア を 魅 力 化 す る 5 つ の 戦 略

しもたか感のある駅前広場

2
戦略

3
戦略

4
戦略

5
戦略

＃居心地よいスケール ＃電車の「近さ」

高架下ミライコンテンツ
＃街を繋ぐ ＃移動を繋ぐ ＃賑わいを繋ぐ

行きたくなる街のフリンジ
＃隅に石を置く ＃場所に応じた機能導入

しもたかの魅力に気付く駅
＃公共空間としての駅 #視点場としての駅

地域資源との連携コンテンツ
＃しもたかピクニック ＃しもたか大学

2 高架下ミライ
コンテンツ

5

3 行きたくなる街のフリンジ

4 しもたかの魅力に気付く駅

地域資源との連携コンテンツ

下高井戸駅におけるケーススタディ

1 しもたか感のある駅前広場

アンカー

居場所 にぎわいのあふれ出し

人中心の路面空間

＃ネットワークでつなぐ
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下高井戸駅におけるケーススタディ

下高井戸 明大前

【交通広場】

バス・タクシー
一般車

交通広場機能は
明大前を利用

今後の駅前広場の検討に必要な視点の１つとして、
交通結節機能を隣接駅と分担する考え方を提示

どういった条件下でこのような考え方が成り立つか
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■JR中央本線

■小田急小田原線

約10km

■京王本線

●：交通広場あり 〇計画あり

下高井戸駅におけるケーススタディ
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半径1キロ圏内に隣接
する鉄道駅が複数

（複数路線）
→駅アクセスのための
バス利用の必要性が

低い

1km

駅利用圏ポテンシャルマップ※より
※東京都が構築を目指している「東京データプラットフォーム」の事業運営におけるケーススタディプロジェクト
プロジェクト事業者：パシフィックコンサルタンツ（株）、協力企業：ソフトバンク（株）、（株）日建設計総合研究所

※パシフィックコンサルタンツ（株）とソフトバンク（株）が開発した人流ビッグデータサービス「全国うごき統計」を活用

バス路線（H18）

下高井戸駅におけるケーススタディ
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1km

半径1キロ圏内に隣接
する鉄道駅はなし

→駅アクセスのための
バス利用の必要性が

高い

駅利用圏ポテンシャルマップ※より
※東京都が構築を目指している「東京データプラットフォーム」の事業運営におけるケーススタディプロジェクト
プロジェクト事業者：パシフィックコンサルタンツ（株）、協力企業：ソフトバンク（株）、（株）日建設計総合研究所

※パシフィックコンサルタンツ（株）とソフトバンク（株）が開発した人流ビッグデータサービス「全国うごき統計」を活用

下高井戸駅におけるケーススタディ
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駅まちPS部会アンケート

対 象 駅まちPS部会のメンバー（約60団体）

目 的
● 駅まち空間のこれまでのクッド・プラクティスの共有
● これからの駅前広場整備ニーズと課題の把握
● 次年度のモデルスタディ駅の選定

駅まちPS部会のアンケート調査



JR日向市駅・JR須磨駅・鎌ヶ谷駅・下北沢駅
センター北駅・みなとみらい駅・旭川駅
丸亀駅・京都駅・金沢駅・熊本駅・高円寺駅
堺東駅・秋田駅・渋谷駅・仙台駅・仙川駅
帯広駅・大宮駅・池袋駅・長野駅・馬車道駅
田園調布駅・徳山駅・二子玉川駅・日本橋駅
富山駅・豊田市駅・有松駅・東京駅
西日暮里駅前再開発地区（広場整備を予定）
虎ノ門ヒルズ駅一帯の開発
スカイツリー駅～ミズマチ～浅草駅
JR女川駅とシンボル重点道の駅「おながわ」他
広島県福山の駅前再開発（福山城修復や公園整
備等）
静岡県沼津市の沼津駅周辺の計画
多治見駅北地区（虎渓用水広場）
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Q 全部会員さまが回答対象

鉄道駅や地下鉄駅とまちが一体となった公共空間整備について、実際に体験した、
印象に残ったまちの個性が活かされた事例、また、整備済または計画中の事例で、
注目している事例があれば教えてください。

１票

姫路駅
８票

南町田グランベリーパーク駅

４票

たまプラーザ駅・中野駅
三ノ宮駅・神戸三宮駅

３票

うめきた（大阪駅北地区）ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・第2期
調布駅・広島駅・自由が丘駅・所沢駅
品川駅・石神井公園駅・大分駅・福井駅

２票

駅まちPS部会のアンケート調査



どちらも同程度

新規整備

再整備

無回答

5.6％

61.1％

33.3％

10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

これからの駅前広場の整備について、「新規整備」と「再整備」のどちらのニーズが
高いですか。
【選択肢】新規整備／再整備／どちらも同程度

Q 全部会員さまが回答対象

17

「再整備」のニーズが高いとの回答が「新規整備」の約10倍

駅まちPS部会のアンケート調査



Q 全部会員さまが回答対象
現在の駅前広場に関する課題を教えてください。

18

駅前広場の面積が絶対量として不足している

バス、タクシー、自家用車など各交通機能の配置が悪く、
非効率な駅前広場になっている

歩行者の安全性・快適性の不足

交通機能以外の都市活動（イベント等）ができる
スペースの不足

駅前広場と周辺市街地とつなぐ歩行者動線が不足している

今後の社会動向（人口減少、交通手段の変化等）や技術革新を
見据えた場合の、駅前広場に係る将来の交通需要が見通しづら

い将来的な新モビリティ導入を想定する際、どのように
計画すればよいかわからない

バス、タクシー、鉄道等の各事業者との調整が困難で、
現状から大きく変えづらい

その他

無回答

33.3％

41.7％

55.6％

66.7％

47.2％

38.9％

38.9％

19.4％

27.8％

10
％

20
％

30
％

40
％

50
％

60
％

70
％

歩行者目線での課題が上位

駅まちPS部会のアンケート調査
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会津若松駅における駅まち空間検討の可能性

1 地方中心都市や地方都市での駅まち空間のあり方

2 旧市街地と鉄道駅が離れた街における駅の役割

3 新モビリティ・DX時代における地方駅のあり方
● 会津若松市では、さまざまな分野でICT（情報通信技術）を活用し、ICT関連産業

の集積や新たなしごとづくり、ICTを活用した市民の生活の利便性向上などを目指
して、スーパーシティに挑戦している

● 駅と中心市街地が約１㎞の距離があり「駅＝まちの中心」という単純な図式ではない

● 今年度は下高井戸駅という、東京都心近傍の駅まちのあり方を検討した

▶ 地方でも新モビリティ・DXを想定した駅まちは今後必要とされる

▶ 類似した市街地構造をもつ街は他にもあり有効な検討となる可能性

▶ 全国の大部分を占める地方都市の駅前空間あり方も研究する必要

R４年度の取組み
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A : 大都市
三大都市圏+札・仙・広・福

利
用
者
密
度

大

小

A-1（大都市拠点駅）

B-1（地方中心駅）

S+JR+私鉄+M + α

M（地下鉄駅）

A-2（大都市郊外駅）

B-2（地方駅）

JR or 私鉄 + α

JR + α

駅広計画指針 1998

出典：第1回駅まちデザイン検討会
岸井先生資料をベースに一部加工

今年度のケーススタディ駅

下高井戸駅

次年度のケーススタディ駅

会津若松駅

S+JR + α

（S（新幹線駅）+ α）

B : 地方都市

下高井戸駅 ▶ 駅前が中心である一方、まとまった広場確保は困難で、機能分散側の駅まち開発モデル提案
会津若松駅 ▶ 駅前広場スペースはある一方、駅が中心から遠く駅前が街で担うべき役割から問うべき場所

駅広計画指針 1998
※

※ 大都市近郊でかつ短い駅間距離で比較的短く、
生活者が利用する駅であるため、地下鉄駅に
準じる駅として仮定

R４年度の取組み
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5月30（月） 13:00～15：00 合同部会 【本日】
昨年度の検討成果と今年度の検討計画の報告

8月25日(木) 13:00～15：00 第１回部会
会津若松駅の調査・検討内容の報告等①

10月 合同部会
合同講演会、各部会での検討状況の報告（想定）

12月13日(火) 13:00～15：00 第２回部会
会津若松駅の調査・検討内容の報告等②

2月21日(火) 13:00～15：00 第３回部会
会津若松駅の調査・検討内容の報告等③
2021年度まとめと次年度に向けて

R４年度の取組み
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